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P.17～27

生命の連続性

2
1　親から子への特

とく

徴
ちょう

の伝わり方�

⑴　形
けい

質
しつ

　生物のもつ形や性質などの特徴。

⑵　遺
い

伝
でん

　親の形質が子やそれ以後の世代に現れるこ

と。遺
い

伝
でん

子
し

が親から子へと伝わることで行われる。

○遺伝子　遺伝する形質を決めるもととなるもの。

細
さい

胞
ぼう

の核
かく

の中の染
せん

色
しょく

体
たい

にある。  ▼１

⑶　無
む

性
せい

生
せい

殖
しょく

と遺伝　体
たい

細
さい

胞
ぼう

分
ぶん

裂
れつ

によって子ができる

とき，子の遺伝子は親とまったく同じになる。この

ため，子には親とまったく同じ形質が現れる。

⑷　有
ゆう

性
せい

生殖と遺伝　減数分裂でできた 2つの生殖細

胞の受精によって，両親の遺伝子を半分ずつ受けつ

ぐため，子は親と異
こと

なる形質をもつ場合がある。

⑸　純
じゅん

系
けい

　同じ形質の個体をかけ合わせたとき，世代

を重ねても，その形質がすべて親と同じであるもの。

⑹　対
たい

立
りつ

形
けい

質
しつ

　エンドウの種子の形の「丸」や「しわ」の

ように，同時に現れない 2つの対
つい

になる形質。

①メンデル　遺伝の規則性を発見した人物。

　②�対立形質をもつ純系どうしをかけ合わせたとき，

子に現れる形質を顕
けん

性
せい

形質といい，子に現れない

形質を潜
せん

性
せい

形質という。

2　遺伝のしくみ�

⑴　遺伝の規則性　顕性形質の純系の個体（AA）と潜

性形質の純系の個体（aa）をかけ合わせると，

①子（受精卵）の遺伝子の組み合わせ　すべてAa

•子に現れる形質　すべて顕性形質になる。

②孫の遺伝子の組み合わせ　AA：Aa：aa＝1：2：1

•孫に現れる形質　顕性形質を現す個体と潜性形

質を現す個体の数の割合が約３：１になる。

⑵　分離の法則　減数分裂によって，対になっている

遺伝子が分かれて別々の生殖細胞に入ること。

3　遺伝子の本体�

⑴　D
ディー

N
エヌ

A
エー

（デオキシリボ核
かく

酸
さん

）　形質のもとになって

いる，遺伝子の本体である物質。

⑵　遺伝子組
くみ

換
か

え　ある生物に別の生物の遺伝子を導

入するなどして，生物の遺伝子を変化させる技術。

P.17〜20教科書

▼１ 

▼２ 

P.21〜24教科書

P.25〜27教科書

 ▼１

 ▼３

▼１ 無性生殖と有性生殖の染色体の伝わり方

●無性生殖 ●有性生殖

卵細胞
母親の
細胞
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細胞 精細胞

受精卵

減
数
分
裂

受
精
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せいさいぼう

子の細胞

親の
細胞

染色体

遺伝子

体
細
胞
分
裂

クローン…すべて同じ遺伝
子をもった，まったく同じ
形質の個体の集団。

▼２ メンデルが調べたエンドウの種子の形の遺伝
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●遺伝子の記号での表し方（顕性形質の遺伝子は大文字で表すことが多い。）

丸い
種子

丸い
種子

自家受粉
させる。

卵細胞

染色体
遺伝子 細胞

核

受粉

自家受粉

精細胞

顕性
形質
（丸）

潜性
形質
（しわ）

卵細胞
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子

子
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親 子 孫

しわの
ある種子
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すべて
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まく。

まく。

しわのある種子

丸い
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しわの
ある
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減
数
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丸
だ
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が
現
れ
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。

丸
は
し
わ
に
対
し
て
顕
性
形
質

減
数
分
裂

減
数
分
裂

減
数
分
裂

花粉が同じ個体の
めしべにつくこと。

逆に受粉
させても
同じ結果
になる。

ある対立形質につい
ての遺伝子の対は，

では 

親から子への遺伝子の伝わり方（丸：Ａ，しわ：ａ）

子から孫への遺伝子の伝わり方（丸：Ａ，しわ：ａ）

純系 AAやaaの
ように同じ組み合わ
せである。

❶

❷
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▼３ エンドウの種子の形質を決める遺伝子の伝わり方
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●遺伝子の記号での表し方（顕性形質の遺伝子は大文字で表すことが多い。）
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しわの
ある
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しわの
ある
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減
数
分
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丸
だ
け
が
現
れ
る
。

丸
は
し
わ
に
対
し
て
顕
性
形
質

減
数
分
裂

減
数
分
裂

減
数
分
裂

花粉が同じ個体の
めしべにつくこと。

逆に受粉
させても
同じ結果
になる。

ある対立形質につい
ての遺伝子の対は，

では 

親から子への遺伝子の伝わり方（丸：Ａ，しわ：ａ）

子から孫への遺伝子の伝わり方（丸：Ａ，しわ：ａ）

純系 AAやaaの
ように同じ組み合わ
せである。

❶

❷

3

1
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1　親から子への特徴の伝わり方

□⑴　生物のもつ形や性質などの特徴を何というか。

□⑵　親の形質が子やそれ以後の世代に現れることを何というか。

□⑶　遺伝する形質を決めるもととなるものを何というか。

□⑷　体細胞分裂によって子が親とまったく同じ遺伝子を受けつぐのは，無性

生殖か，有性生殖か。

□⑸　同じ形質をもつ個体どうしをかけ合わせたとき，親，子，孫と世代を重

ねても，その形質がすべて親と同じであるものを何というか。

□⑹　エンドウの種子の形の「丸」や「しわ」のように，同時に現れない 2つの対

になる形質を何というか。

□⑺　対立形質をもつ純系の親どうしをかけ合わせたとき，子に現れる形質は

顕性形質か，潜性形質か。

□⑻　対立形質をもつ純系の親どうしをかけ合わせて子をつくり，子を自家受

粉させて孫をつくったとき，顕性形質と潜性形質の両方が現れるのは，子

の代か，孫の代か。

　　　　　　　次の にあてはまる言葉は何か。

□①　無性生殖による遺伝子の伝わり方　　　　　□②　有性生殖による遺伝子の伝わり方

2　遺伝のしくみ

□⑴　顕性形質の遺伝子をＡ，潜性形質の遺伝子をａとしたとき，Aaという

遺伝子の組み合わせの個体に現れる形質は顕性形質と潜性形質のどちらか。

□⑵　⑴のAaという遺伝子をもつ個体どうしをかけ合わせてできる個体の遺

伝子はAA，Aa，aaである。もっとも数の割合が多いのはどれか。

□⑶　対になっている遺伝子が，減数分裂のときに分かれて別々の生殖細胞に

入ることを何の法則というか。

3　遺伝子の本体

□⑴　遺伝子の本体であるデオキシリボ核酸は，アルファベット大文字 3字で

どう書くか。

□⑵　生物の遺伝子を変化させる技術を何というか。

図表で確認

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

［� ］

B

C
C

A

B

A

卵細胞

精細胞

母親の細胞

父親の細胞

受精卵
子の細胞

親
の
細
胞

細胞

Ａの分裂によって
できた細胞

卵細胞の核と
精細胞の核が
合体すること

分裂
分裂
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生命の連続性

1　親から子への特徴の伝わり方

□⑴　次の文の［ ］にあてはまる言葉は何か。

　　　図 1のように，無性生殖で，［ ］分

裂によって親の体の一部から子ができるとき，子の

もつ染色体とその中にある［ ］は，親

とまったく［ ］になる。その結果，子に現

れる形質は親とまったく［ ］になる。

　⑵　次の文の［ ］にあてはまる言葉は何か。

□①　図 2のように，有性生殖では，［ ］分裂により染色体の数が［ ］になった雄

と雌の［ ］細胞が受精するので，受精卵の染色体の数は親と［ ］になる。

□②　有性生殖では，子は親とすべての形質が［ ］になるとは限らず，子どうしでも形質は

　　［ ］。

　⑶　エンドウを用いて，図のようにかけ合わせると，子はすべて丸い種子になった。

□①　次の文の［ ］にあてはまる言葉は何か。

　　　対立形質をもつ純系どうしをかけ合わせたとき，子に現れる形質を

［ ］形質，現れない形質を［ ］形質という。

□②　図で，顕性形質は，丸としわのどちらか。� ［ ］

2　遺伝のしくみ

　⑴　図は，エンドウの親から子への遺伝子の伝わり方を表

したものである。

□①　次の文の［ ］にあてはまる言葉や記号は何か。

　　　遺伝子は［ ］になって存在するので，親の

遺伝子の組み合わせは，丸い種子をつくる純系がAA，

しわのある種子をつくる純系が［ ］と表される。

□②　親の遺伝子の対は，減数分裂の結果，分かれて別々

の生殖細胞に入る。これを何の法則というか。

� ［ ］

□③　図のあ～うの子の遺伝子の組み合わせを， の中にＡまたはａを書いて表しなさい。

　⑵　図は，⑴でできた子を自家受粉させたときの孫への遺

伝子の伝わり方を表したものである。

□①　図のＸ，Ｙの遺伝子をもつ孫の種子は，丸としわの

どちらになるか。� Ｘ［ ］　Ｙ［ ］

□②　図のあ，いの孫の遺伝子の組み合わせを， の中

にＡまたはａを書いて表しなさい。

□③　孫の種子で，丸としわの数の比はいくつか。

� ［ ］

　　ア　丸：しわ＝ 1： 1　　イ　丸：しわ＝ 2： 1　　ウ　丸：しわ＝ 3： 1　　エ　丸：しわ＝ 3： 2

図１ 図２
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あ

い

X

Y



練　習　問　題

49

２　遺伝の規則性と遺伝子

1	 図 1 ， 2 は，親から子への遺伝子の伝わり方を表したものである。後の問い
に答えなさい。

□⑴　ゾウリムシがふえるときの遺伝子の伝わり方を表しているのは，図 1， 2

のどちらか。番号で答えなさい。

□⑵　図 2のＸ（ ）で行われる細胞分裂を何というか。

　⑶　次の①，②は，図 1， 2のどちらの場合か。それぞれ番号で答えなさい。

□①　子が親とまったく同じ遺伝子を受けついでいる。

□②　親と異なる形質が子に現れることがある。

2	 図のように，丸い種子をつくる純系の
エンドウ（親）のめしべに①しわのある種

子をつくる純系のエンドウ（親）の花粉を

つけたところ，②子はすべて丸い種子に

なった。この丸い種子をまいて育て，自

家受粉させたところ，孫では丸い種子と

しわのある種子の両方ができた。種子を

丸くする遺伝子をA，しわにする遺伝子

をａとして，次の問いに答えなさい。

□⑴　19世紀の中ごろ，エンドウを用いて，

植物の遺伝のしくみを研究したオース

トリアの科学者はだれか。

□⑵　顕性形質を伝える遺伝子は，Ａとａのどちらか。記号で答えなさい。

□⑶　下線部①，②がもっている，種子の形についての遺伝子の組み合わせはど

うなるか。次のア～ウからそれぞれ選び，記号で答えなさい。

　　ア　AA　　　イ　Aa　　　ウ　aa

□⑷　下線部②がつくる可能性のある生殖細胞の遺伝子はどのように表せるか。

すべて書きなさい。

□⑸　孫の遺伝子の組み合わせをすべて表したものはどれか。次のア～エから選

び，記号で答えなさい。

　　ア　AA　　　イ　AA，Aa　　　ウ　AA，aa　　　エ　AA，Aa，aa

⑴図

⑵

⑶①図

②図

1

⑴

⑵

⑶①

②

⑷

⑸

2

 計算・グラフ・作図のワークP.52

図１ 図２親の体細胞 親（雄）の体細胞 親（雌）の体細胞

子の細胞

分裂
栄養生殖 受精

子の細胞

雄の
生殖細胞

雌の
生殖細胞

受精卵

染色体遺伝子 遺伝子 遺伝子染色体

Ｘ

丸い種子と
しわのある種子

すべて
丸い種子

種子 種子

丸い種子を
つくる純系

受粉

親

子

孫

しわのある種子
をつくる純系

まいて
育てる。

まいて育てる。 まいて育てる。

自家受粉
させる。

学習の
まとめ 2

学習の
まとめ 1



1	 　　　無性生殖と有性生殖の遺伝子の受けつがれ方 　�

　染色体の数の変化と遺伝子の受けつがれ方

　細胞の分裂と染色体の数

2	 　　　　　　子孫に現れる形質とその個体数 　�

　顕性形質と潜性形質の割合（顕性形質の遺伝子をA，潜性形質の遺伝子をaとする。）

❶顕性形質を現す純系と潜性形質を現す純系の親をかけ合わせたとき➡子の代はすべてAaで顕性形質を現す。

❷子の代（すべてAa）どうしをかけ

　合わせたとき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある形質の個体数の求め方

理解�

理解・計算�

Keyプラス
まとめ
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生命の連続性

P.18教科書

P.21 〜 22教科書

�24対（48本）あるジャガイモの染色体と遺伝子を 1 対の染色体で考える場合

親の
細胞

（48本） （48本）

（24本） （24本）

（48本）

（48本）（48本） （48本）

子の
細胞

子の
細胞

遺伝子

対になっている染色体
が 1本ずつに分かれて，
別々の生殖細胞に入る。

染色体の数…親と同じ
遺伝子…親と同じ

親とまったく
同じ形質

24対ある染色体を
1対で代表する。

体細胞分裂

無性生殖 有性生殖

母親の
細胞

卵細胞 精細胞

父親の
細胞

子の細胞

染色体の数…親と同じ
遺伝子…親と異なる

親と同じ形質
とは限らない

減数分裂（染色体の数が親の半分になる。）

両親の染色体
の半分ずつを
受けつぐ。

24対ある染色体を
1対で代表する。

遺伝子 遺伝子

親の体細胞の染色体の数
が 2n本のとき

減数分裂 生殖細胞の染色体の
数は n本　　　　　

受精 受精卵の染色体の数
は 2n本

体細胞分裂 体細胞の染色体の数
は 2n本

親と同じ数になる。

❸孫の代を自家受粉させたとき

（　　）の中の本数は，その細胞にふくまれる
染色体の本数を表している。

求める形質
の個体数　 ＝ 全体の

個体数 × 求める形質の個体数の比
顕性形質の個体数の比＋潜性形質の個体数の比

　�　顕性形質の遺伝子をA，潜性形質の遺伝子をaとする。遺伝子の組み

合わせがAaのものを自家受粉すると，AA：Aa：aa＝１：２：１の比で，

400個の個体ができた。このうち，顕性形質を現す個体は何個か。

問

A a A a

A A

A aA a A aaA

aa

子の代

生殖
細胞

減数分裂 減数分裂

❷❶ ❸ ❹

　　顕性形質が現れる細胞には，顕性形質の遺伝子Aがふくまれている。

　　400個×　　　　　＝300個

解
（1＋2）
（1＋2＋1）

精細胞

A a

卵
細
胞

A AA Aa

a Aa aa

AA：Aa：aa＝1：2：1
顕性形質：潜性形質＝（1＋2）：1＝3：1

孫の遺伝子の
組み合わせ

A a

AA：Aa：aa＝（4＋1＋1）：（2＋2）：（1＋1＋4）＝3：2：3，顕性形質：潜性形質＝5：3

精細胞
A A

卵
細
胞

A AA AA

A AA AA

精細胞
a A

卵
細
胞

a aa Aa

A Aa AA

精細胞
A a

卵
細
胞

A AA Aa

a Aa aa

精細胞
a a

卵
細
胞

a aa aa

a aa aa

AAを自家受粉
（次の代）
　すべてＡＡ
　（AA＝4）

Aaを自家受粉
（次の代）
ＡＡ：Aa：aa
　＝1：2：1

Aaを自家受粉
（次の代）
ＡＡ：Aa：aa
　＝1：2：1

aaを自家受粉
（次の代）
　すべてaa
　（aa＝4）

A a A Aa a aaAA
❶ ❸❷ ❹

A a A Aa a aaAA
❶ ❸❷ ❹

A a A Aa a aaAA
❶ ❸❷ ❹

A a A Aa a aaAA
❶ ❸❷ ❹
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2　遺伝の規則性と遺伝子

1	 無性生殖と有性生殖の遺伝子の受けつがれ方　図はジャガイモの生殖のようす
で，親Ａの卵細胞と親Ｂの精細胞が受精してできた種子が子Ｃ，親Ａの「いも」か

ら出た芽が子Ｄである。次の問いに答えなさい。

□⑴　親Ａの体細胞にふくまれる染色体の数を48本とすると，親Ｂの精細胞，子Ｃ，

子Ｄの体細胞にふくまれる染色体の数はそれぞれ何本か。

　　親Ｂの精細胞［ ］　子Ｃ［ ］　子Ｄ［ ］

□⑵　子Ｃ，子Ｄに現れる形質には，どのような特徴があるか。「親」，「形質」とい

う言葉を用いて，それぞれ答えなさい。子Ｃ［ ］

� 子Ｄ［ ］

□⑶　ジャガイモの新しい品種を開発するときと，実際に出荷を目的に栽培するときに行うのは，無性生殖，有

性生殖のどちらか。次のア～エから選び，記号で答えなさい。� ［ ］

　　ア　新しい品種を開発するときも出荷を目的に栽培するときも無性生殖を行う。

　　イ　新しい品種を開発するときも出荷を目的に栽培するときも有性生殖を行う。

　　ウ　新しい品種を開発するときは無性生殖を行い，出荷を目的に栽培するときは有性生殖を行う。

　　エ　新しい品種を開発するときは有性生殖を行い，出荷を目的に栽培するときは無性生殖を行う。

□⑷　ジャガイモのように，有性生殖を行うある生物の受精卵の染色体の数をn本と表すとき，その親の生殖細

胞の染色体の数は何本か。� ［ ］

2	 子孫に現れる形質とその個体数　エンドウの子葉の色には黄色と緑色がある。子葉を黄色にする遺伝子をＡ，
緑色にする遺伝子をａとする。Ａはａに対して顕性である。図は，

Aaの遺伝子の組み合わせをもつ親Ｐと，ある親Ｑをかけ合わせ

たときの遺伝子の伝わり方の一部を表したものである。次の問

いに答えなさい。

□⑴　あ，うの生殖細胞がもつ遺伝子は何か。Ａまたはａを図に

書き入れなさい。� ［ 図に書く。 ］

□⑵　親Ｑがもつ遺伝子の組み合わせは何か。Ａ，ａを用いて図

に書き入れなさい。� ［ 図に書く。 ］

□⑶　親Ｐと，子の代の子葉が緑色のエンドウをかけ合わせたと

ころ，800個の種子ができた。このうち，子葉が緑色の種子は何個か。� ［ ］

　⑷　エンドウの丸い種子をつくる遺伝子をＢ，しわのある種子をつくる遺伝子をｂとする。Ｂはｂに対して顕

性である。丸い種子としわのある種子をつくる純系のエンドウ（親）をかけ合わせると，子の代はすべて丸い

種子となった。次に，子の丸い種子をまいて育てたエンドウを自家受粉させると，孫の代では丸い種子とし

わのある種子ができた。

　□①�　子の代で失われたように見えた一方の親の形質が，孫の代で再び現れることは，分離の法則で説明でき

る。分離の法則とはどのようなことか。

� ［ ］

　□②�　下線部の孫の代の種子をすべて育て，それぞれ自家受粉させた。このときに得られるエンドウの種子に

ついて，丸い種子としわのある種子の数の比はどうなるか。もっとも簡単な整数の比で答えなさい。

� 丸：しわ＝［ ］

親Ａ 子Ｃ

子Ｄ

親Ｂ

果実

いも

花粉

A a

A a A a a aA A

a a

親Ｐ 親Ｑ

親の代

生殖
細胞

子の代

あ い う え

 計算・グラフ・作図のワークP.52
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1	 細胞分裂と染色体 次の⑴，⑵は，体細胞分裂と減数分裂のときの染色体のようすを模式的に表したもので
ある。○の中に染色体をかき入れなさい。

□⑴　体細胞分裂　　　　　　　　　　　□⑵　減数分裂

2	 無性生殖・有性生殖　次の⑴，⑵は，無性生殖と有性生殖における染色体の受けつがれ方を模式的に表した
ものである。○の中に染色体をかき入れなさい。

□⑴　無性生殖　　　　　　　　　　　　□⑵　有性生殖

体
細
胞
分
裂

染色体

染色体

親の体細胞 子の体細胞

染色体

体
細
胞
分
裂

減
数
分
裂

染色体

母親の
細胞

卵（卵細胞）
減
数
分
裂

染色体

父親の
細胞

精子（精細胞）

染色体

親の体細胞 子の体細胞生殖細胞 受精卵

染色体

体
細
胞
分
裂

減
数
分
裂

受
精

3	 染色体の数　次の問いに答えなさい。
　⑴　動物の有性生殖において，母親の体細胞の染色体の数を２n本とすると，

次の①〜③の染色体の数は何本になるか。

□①　父親の体細胞　　□②　卵細胞　　□③　受精卵

　⑵　植物の有性生殖において，花粉の精細胞の染色体の数をn本とすると，次

の①〜③の染色体の数は何本になるか。

□①　卵細胞　　□②　受精卵　　□③　子の体細胞

□⑶　ヒトの染色体は，１個の体細胞に23対（46本）ある。精子の染色体の数は何本	

か。

□⑷　エンドウの染色体は，１個の体細胞に７対（14本）ある。受精卵の染色体の

数は何本か。

□⑸　１個の体細胞に24対（48本）の染色体があるジャガイモの個体がある。この

ジャガイモが栄養生殖でふえた場合，新しい個体の細胞にある染色体の数は，

何本になるか。

⑴①

②

③

⑵①

②

③

⑶

⑷

⑸

3

⑴の
類題

⑶の
類題
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まとめ P.40 2
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4	  Keyプラス  遺伝子の組み合わせ　次の問いに答えなさい。ただし，エン
ドウの種子を丸くする顕性形質の遺伝子をＡ，しわにする潜性形質の遺伝子を

ａとする。

　⑴　丸い種子をつくる純系のエンドウ

としわのある種子をつくる純系のエ

ンドウをかけ合わせた。図１は，こ

のときの子への遺伝子の伝わり方を

表そうとしたものである。

□①　空欄にあてはまる遺伝子の記号

を書きなさい。

□②　㋐〜㋓の形質は「丸」か，「しわ」

か。答えなさい。

　⑵　⑴でできた子の種子をまいて育て，

自家受粉させた。図２は，このとき

の孫への遺伝子の伝わり方を表そう

としたものである。

□①　空欄にあてはまる遺伝子の記号

を書きなさい。

□②　㋐〜㋓の形質は「丸」か，「しわ」

か。答えなさい。

□③　孫の代では，丸い種子としわのある種子が，どのような割合で生じると

考えられるか。もっとも簡単な整数の比で答えなさい。

□④　孫の代でできた種子の個体数が600個であったとき，そのうちのしわの

ある種子の数は何個と考えられるか。

　⑶　⑴でできた子の種子をまいて育て，

しわのある種子をつくる純系のエン

ドウとかけ合わせた。図３は，この

ときの遺伝子の伝わり方を表そうと

したものである。

□①　空欄にあてはまる遺伝子の記号

を書きなさい。

□②　㋐〜㋓の形質は「丸」か，「しわ」

か。答えなさい。

□③　できた種子は，丸い種子としわのある種子がどのような割合で生じると

考えられるか。もっとも簡単な整数の比で答えなさい。

□④　できた種子の個体数が800個であったとき，そのうちの丸い種子の数は

何個と考えられるか。

□⑷　⑶でできた種子をまいて育て，すべて自家受粉させた。できた種子は，丸

い種子としわのある種子がどのような割合で生じると考えられるか。もっと

も簡単な整数の比で答えなさい。

⑴①　　図１に書く。

②㋐

　㋑

　㋒

　㋓

⑵①　　図２に書く。

②㋐

　㋑

　㋒

　㋓

③丸：しわ＝

④

⑶①　　図３に書く。

②㋐

　㋑

　㋒

　㋓

③丸：しわ＝

④

⑷丸：しわ＝

4

図１

受精

純系

純系

㋒ ㋓

㋐ ㋑親

親

子
a

A

A

Aa

A

減
数
分
裂

丸

しわ

減数分裂

a a

図２

受精

子

子

孫
A

A

A

AA

a 丸

丸

A a
減
数
分
裂

減数分裂

㋒ ㋓

㋐ ㋑

減
数
分
裂しわ

a a

図3

受精

A

A

a 丸

減数分裂

㋒ ㋓

㋐ ㋑
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